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１． はじめに 

現在，建設産業の就業者は，55 歳以上が全体の約 3

割を占め，建設技術者の高齢化が著しい．技術者の人

材となる理工系入職者は，平成 9 年の 41 万人をピー

クに減少し続け，国土交通省や厚生労働省 1)は建設産

業における人材確保を重要課題と捉えている．人材不

足の一つの要因として，建設産業のイメージの低下が

挙げられ，バブル経済破綻以降の建設業界における労

働環境の悪化から，「3K（きつい，汚い，危険）」とい

った建設業務に対する悪いイメージが現在に至るまで

定着していると考えられている 2) . 

 山崎ら 3)は，このような現状を踏まえ，建設業界に

対する就職志望度低下の要因を大学教育の観点から分

析し，大学生の就職志望度を上げるためには，現場見

学などの実情を知る機会を設けることが重要であるこ

とを言及している．また，伊与田 4)は，対話型現場見

学を教育として実施したことで建設現場のイメージ改

善を図ってみた．一部の大学生では土木理解が深まる

とともにイメージ向上が確認され，女子大学生にはそ

の改善が乏しいことが判明している． 

 これらの研究からは，大学生の建設業務のイメージ

向上や建設業界への就職志望度向上に，建設業務の実

情を知ることが有効であることが理解できる．しかし，

その効果は一部の大学生に限られ，悪いイメージが残

る大学生も少なくない．理工系大学生の建設業界への

入職推進や建設業務のイメージ向上には，未だ多くの

課題がある．彼らの抱く悪いイメージを改善し,良いイ

メージをさらに向上させるような建設業務の実情を，

彼らに知ってもらうことが重要である．そのためには，

彼らの抱くイメージと建設業務実態のギャップを埋め

ていく必要がある． 

 そこで本研究では，理工系大学生の建設業務に対す

るイメージと実態のズレを把握する第一歩として，理

工系大学生の建設業務に対するイメージ調査を実施し

た．具体的には，将来建設業界で仕事をする上での業

務内容や職場環境に対する願望と，就職先と成り得る：

公務員，ゼネコン，コンサルの 3 つの職業別に,建設業

務の内容や職場環境に対するイメージ調査を実施した．

本稿では，これらの調査をとりまとめた結果を報告す

る． 

２． 調査概要 

(1)調査対象者 

本調査では，宇都宮大学地域デザイン科学部社会基

盤デザイン学科に所属する学部 1 年生と，工学部建設

学科建設工学コースに所属する学部 2 年生から 4 年生

の大学生を対象とした． 

(2)調査手続き 

対象者である大学生に対し，建設業務や職場環境に

対する願望とイメージを把握するため，アンケート調

査を実施した．アンケートは，各学年対象の講義時間

に配布し，授業教室内で回答後，即日回収している． 

(3)アンケートの構成 

回答者の属性として，学年，性別，就職希望先（1 年

生から 3 年生），就職内定先（4 年生）を訊いている．

就職希望先および内定先については，選択肢として，

「ゼネコン」，「コンサル」，「公務員」，「未定」，「その

他」とし，「その他」については自由記載を設けた．こ

れらの選択肢は，卒業生の就職先で多い職種を採択し

た． 

将来仕事をする上での建設業務や職場環境に対す

る願望を測る尺度として，35 項目の質問を作成した．

回答方法は，「1．全くそう思わない」から「5．かなり

そう思う」の 5 件法を用いている． 

建設業務や職場環境のイメージを測る尺度は，願望

の質問項目に対応する形式で，35 項目作成した．例え

ば，願望質問：「施工管理に携わるような仕事がしたい」

はイメージ質問：「～は施工管理に携わる職業だと思う」

のように対応している．なお，「～」に入る職業として，
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就職希望先および内定先の選択肢として採択した「ゼ

ネコン」，「コンサル」，「公務員」が該当する．イメー

ジに関する 35 の質問項目は，上述した 3 つの職業そ

れぞれについて回答を求めた． 

３． 調査結果 

(1)回答者の属性 

アンケートは，153 名分を回収し，そのうち有効回

答は 99 名(64.7%)であった．回答者の属性を表-1 示す． 

(2)因子分析と尺度の信頼性 

 将来仕事をする上での建設業務や職場環境に対する

願望の項目（以下，願望項目とする）の構造を検討す

るため，因子分析（主因子法・バリマックス回転）を

行った．スクリープロットから 5 因子を採択した後，

因子負荷量が 0．30 以下の項目を削除し，再分析した．

これらの構造に対応し，建設業務と職場環境イメージ

（以下，イメージ項目）も構造化した． 

 結果として，願望項目の因子分析では，勤務環境に

対する願望，建設事業に対する願望，地域防災事業に

対する願望，実質的事業に対する願望，社会貢献に対

する願望の 5 因子構造が確認された．イメージ項目も，

同様の 5 因子構造とみなした．5 因子の質問項目を表-
2 に示す．得られた因子の複数の項目を単純加算し，

ひとつの合成変数として尺度得点を求めている．尺度

の信頼性の検討には，Cronbach の α係数を用いた．願

望項目とイメージ項目の各尺度得点の平均値と標準偏

差および α係数を表-3 に示す． 

(3)一元配置分散分析 

 願望とイメージの尺度得点を従属変数，属性を独立

変数（以下，要因とする）とし，一元配置分散分析を

実施した．属性の水準間で，尺度得点の平均値の差を

比較することにより，学年別や性別，就職（希望）先

別における建設業務や職場環境に対する願望及びイメ

ージの違いを解釈する．独立変数の水準が 3 つ以上の

場合，多重比較を行っている．多重比較には，等分散

が仮定されている場合は Tukey，仮定されていない場

合は Games-Howell を用いている．有意水準は 5%また

表-2 尺度別の願望項目とイメージ項目 

 
 

表-3 尺度得点の記述統計と α係数 

 

 

表-1 回答者の属性 

 

No. 願望項目　（）内：イメージ項目※下線部を変更

勤務環境
e31 プライベートの時間を確保できるような職場がいい（だと

思う）

e33 衛生面が確保されているような職場がいい（だと思う）

e32 安全性が確保されているような職場「現場」がいい（だと

思う）

e30 休日がきちんと確保されている職場がいい（だと思う）

e29 有休が取りやすい職場環境がいい（だと思う）

e35 給料が安定している仕事がしたい（職業だと思う）

e34 職場「現場」の女性に対する配慮があるほうがいい（され

ている職場だと思う）

e28 転勤が少ない仕事がいい（職業だと思う）

e23 給料が高い仕事がいい（職業だと思う）

建設事業
e06 橋やトンネルなどの施工,設計に携わるような仕事がした

い（職業だと思う）

e02 施工管理に携わるような仕事がしたい（職業だと思う）

e07 道路,鉄道,港湾,空港などの交通関係に関わる事業の施工,

設計に

携わるような仕事がしたい（職業だと思う）

e03 事業管理に携わるような仕事がしたい（職業だと思う）

e04 大きな事業に携わるような仕事がしたい（職業だと思う）

e01 事業計画,事業設計に携わるような仕事がしたい（職業だ

と思う）

地域防災 e10 防災に関わる仕事がしたい（に携わる職業だと思う）

e11 自然環境を守る仕事がしたい（に携わる職業だと思う）

e09 水道,ガス,電気などの街のライフラインの事業に携わるよ

うな仕事がしたい（職業だと思う）

e17 災害時の復興に関わる仕事がしたい（に携わる職業だと思

う）

e16 地域貢献の大きい仕事がしたい（に携わる職業だと思う）

実質的業務
e21 事務的な仕事はなるべくしたくない（が多い職業だと思

う）

e12 ものづくりに従事した仕事がしたい（に携わる職業だと思

う）

e08 建設業の新技術開発に携わるような仕事がしたい（職業だ

と思う）

社会貢献 e14 社会貢献の大きい仕事がしたい（に携わる職業だと思う）

e15 達成感のある仕事がしたい（に携わる職業だと思う）

平均値（SD) α
勤務環境 願望 37.3(5.48) 0.878

イメージ

ゼネコンの勤務環境 27.1(5.15) 0.683
コンサルの勤務環境 28.0(5.57) 0.734
公務員の勤務環境 33.9(4.29) 0.666

建設事業 願望 20.7(4.67) 0.805
イメージ

ゼネコンの建設事業 25.00(4.20) 0.890
コンサルの建設事業 23.7(4.12) 0.820
公務員の建設事業 22.5(4.72) 0.863

地域防災 願望 16.9(3.97) 0.783
イメージ

ゼネコンの地域防災 18.1(3.88) 0.787
コンサルの地域防災 18.2(3.80) 0.813
公務員の地域防災 20.6(3.68) 0.863

実質的業務 願望 9.7(2.50) 0.679
イメージ

ゼネコンの実質的業務 10.6(2.00) 0.304
コンサルの実質的業務 10.8(2.11) 0.332
公務員の実質的業務 9.7(2.29) 0.360

社会貢献 願望 7.9(1.88) 0.767
イメージ

ゼネコンの社会貢献 8.4(1.55) 0.607
コンサルの社会貢献 7.8(1.67) 0.642
公務員の社会貢献 7.7(1.64) 0.593

属性 N (%)
学年 1年生 19 (19.2)

2年生 23 (23.2)
3年生 30 (30.3)
4年生 27 (27.3)

性別 男性 73 (73.7)
女性 26 (26.3)

就職希望先 ゼネコン 17 (17.2)
または内定先 コンサル 14 (14.1)

公務員 41 (41.4)
その他 8 (8.1)
未定 19 (19.2)
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は 10%とし，検定した． 

 学年別による分散分析結果を表-4，性別による結果

を表-5 に示す．さらに，1 年生から 3 年生までの大学

生を対象とし，就職希望先別による分散分析結果を表

-6 に，4 年生のみを対象とした就職内定先別による結

果を表-7 に示す．なお，結果は，有意差の認められた

ものだけ表している． 

４． 考察 

一元配置分散分析の結果，次のことがわかった． 

学年別では，1 年生の方が 4 年生に比べ，「勤務環境

に対する願望」が高かった．これは，1 年生が，有給が

取りやすいことや給料の安定などの，勤務環境に対す

る願望を将来の仕事に抱いていることを示している．

また，「（ゼネコンは）防災に関わる仕事に携わる職業

だと思う」などの「ゼネコンの地域防災イメージ」は，

4 年生の方が 2 年生または 3 年生よりも高く，ゼネコ

ンは地域防災事業に携わる建設業務が多いイメージを

持っていることがわかった．そして，「（コンサルは）

プライベートの仕事を確保できるような職場だと思う」

などの「コンサルの勤務環境イメージ」は，1 年生が 4

年生よりも高い結果を示したことから，1 年生はコン

サルの勤務環境に良いイメージを持っていると解釈で

きる．性別の一元配置分散分析結果からは，女性もコ

ンサルの勤務環境に対して，男性より良いイメージを

持っていることがわかった． 

就職希望（内定）先別で，建設業に関する職場環境

や業務内容の願望やイメージを比較した．分散分析の

母集団を，就職が決まっている 4 年生と，これから就

職活動をする 1 年生から 3 年生に分類し，それぞれで

検定を行った．その結果，1 年生から 3 年生では，公

務員希望の学生は，他の学生と比較して，「地域防災に

対する願望」が強く，「（公務員は）橋やトンネルなど

の施工，設計に携わる職業だと思う」などの「公務員

の建設事業イメージ」が強いことがわかった．一方，

ゼネコン希望者は，他の就職先希望者と比べて，ゼネ

コンが建設事業に携わるような職業であるというイメ

 

表-4 一元配置分散分析結果（要因：学年別） 

 
 

 

表-5 一元配置分散分析結果(要因：性別) 

 
 
 

表-6 一元配置分散分析結果（要因：就職希望先別（その他除く），対象者：1 年生から 3 年生） 

 
 
 

表-7 一元配置分散分析結果（要因：就職内定先別（その他・未定除く），対象者：4 年生） 

 

1年 n=19 2年 n=23 3年 n=30 4年 n=27
平均値（SD) 平均値（SD) 平均値（SD) 平均値（SD) F p 多重比較

勤務環境に対する願望 39.2(4.2) 38.5(4.5) 37.1(4.1) 35.3(7.6) 2.421 ** 1年＞4年
ゼネコンの地域防災イメージ 17.3(3.9) 17.3(3.3) 17.4(3.0) 19.9(4.6) 3.045 * 4年＞2年,4年＞3年
コンサルの勤務環境イメージ 30.4(4.1) 26.6(5.1) 29.0(5.2) 26.4(6.5) 2.936 * 1年＞4年

男　n=73 女 n=26
平均値（SD) 平均値（SD) Ｆ p

     コンサルの勤務環境イメージ 27.5(5.9) 29.5(4.4) 2.742 **

ゼネコン n=12 コンサル n=11 公務員 n=29 未定 n=16
平均値（SD) 平均値（SD) 平均値（SD) 平均値（SD) F p 多重比較

地域防災に対する願望 15.0(3.8) 17.7(2.9) 18.6(2.8) 16.1(3.3) 4.667 * 公務員＞ゼネコン,公務員＞未定

ゼネコンの建設事業イメージ 27.5(2.9) 22.6(4.1) 24.9(3.7) 24.7(3.4) 3.621 * ゼネコン＞コンサル

ゼネコンの社会貢献イメージ 9.3(1.0) 8.3(1.8) 8.2(1.4) 7.8(1.5) 2.303 ** ゼネコン＞未定

公務員の建設事業イメージ 20.8(5.3) 19.5(3.8) 23.6(4.7) 20.8(4.1) 3.032 * 公務員＞コンサル

ｾﾞﾈｺﾝ・ｺﾝｻﾙ

 n=8
公務員 n=12

平均値（SD) 平均値（SD) F p
地域防災に対する願望 15.4(5.2) 19.3(3.1) 4.381 **
ゼネコンの建設事業イメージ 28.1(1.5) 24.8(2.2) 13.271 *
ゼネコンの地域防災イメージ 23.4(2.3） 18.8(3.1) 12.245 *
ゼネコンの実質的業務イメージ 11.8(1.8) 9.8(2.7) 3.018 **
ゼネコンの社会貢献イメージ 9.8(0.5) 8.8(1.0) 7.353 *
コンサルの建設事業イメージ 26.8(3.1) 24(3.0) 4.684 *
コンサルの地域防災イメージ 22.1(3.3) 17.6(3.0) 10.024 * *p＜.05，**p＜.10
コンサルの実質的業務イメージ 12.4(1.5) 10.5(1.9) 5.535 * SD:　標準偏差
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ージや，社会貢献の大きい仕事に携わる職業であると

いうイメージを抱いていることが明らかになった． 

次に，4 年生では，「防災に関わる仕事がしたい」な

どの「地域防災に対する願望」は，1 年生から 3 年生

と同様で，公務員内定者の方が高いことから，公務員

を志望する学生や内定者は，地域防災に関わりたいと

いう願望が強いということが明確になった．また，ゼ

ネコン・コンサル内定者は，それぞれの建設事業イメ

ージや地域防災イメージ，実質的業務イメージが，高

いことがわかった． 

これらのことから，公務員志望者及び内定者は，そ

れ以外の人よりも，防災事業や災害時の復興，地域貢

献の大きな仕事に関わりたいという願望を将来の仕事

としてもっていると考えられる．また，4 年生は他学

年と比べ，自身の内定先の建設業務に対するイメージ

を強く抱いており，特にゼネコン・コンサル内定者は，

より具体的な建設業務に対するイメージが定まってい

る傾向を示唆できた．1~4 年生に共通して,ゼネコンに

就職したいと思っている学生は，ゼネコンの業務内容

として，事業規模もその社会貢献度も大きいというイ

メージで捉えていると解釈できる． 

５．結論  

 建設学生の将来仕事をする上での業務内容や職場

環境に対する願望と，就職先と成り得る 3 つの職業別

に業務内容や職場環境に対するイメージ調査を実施し

た．その結果，以下の 5 点が明らかになった． 

(1) 1 年生は有給が取りやすいことや給料の安定など

の，勤務環境に対する願望を将来の仕事に抱いている

傾向がある． 

(2) 女子学生の方が，男子学生に比べ，コンサルの勤

務環境に対して良いイメージを持っている． 

(3) 公務員志望者及び内定者は，防災事業や地域貢献

事業に携わりたいと考えている． 

(4) 4 年生は，自身の内定先の建設業務に対する具体

的なイメージがある． 

(5) ゼネコンに就職したいと思っている学生は，ゼネ

コンの業務内容として，事業規模もその社会貢献度も

大きいというイメージで捉えている． 

これらの結果から，大学 1 年生は，勤務環境などの

条件を将来の仕事を考える上で重視するが，学年が進

むにつれ,建設業務に対するイメージが具体化される

ものと考える.また,ゼネコン希望者はゼネコンに関し

て事業規模も貢献度も大きいイメージを持っているた

め，ゼネコンはそのイメージが実現可能であることを，

就職説明会等でゼネコン希望者に知ってもらえれば，

就職に繋がる可能性が高くなるのではないだろうか． 

 

参考文献 

1)国土交通省・厚生労働省：建設業の人材確保・育成

に向けて，2015 

2)国土交通省・土地・建設産業局：建設産業の現状及

び建設産業の広報について，2012 

3) 山崎啓司・加藤佳孝：土木系学科に所属する学生の

建設業界に対する就職志望度低下の要因分析-大学教

育と建設業界が学生に与える影響について-，生産研

究，pp13-16，2009 

4) 伊与田 岳史：「土木」のイメージ改善のための教 

育効果の検証，土木学会第 71 回年次学術講演会実施

要領，pp31-32，2016 

Ⅵ-14 第44回土木学会関東支部技術研究発表会



<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowTransparency false

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /None

  /Binding /Left

  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /OK

  /CompatibilityLevel 1.4

  /CompressObjects /Tags

  /CompressPages true

  /ConvertImagesToIndexed true

  /PassThroughJPEGImages true

  /CreateJobTicket false

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /DetectBlends true

  /DetectCurves 0.0000

  /ColorConversionStrategy /CMYK

  /DoThumbnails false

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedOpenType false

  /ParseICCProfilesInComments true

  /EmbedJobOptions true

  /DSCReportingLevel 0

  /EmitDSCWarnings false

  /EndPage -1

  /ImageMemory 1048576

  /LockDistillerParams false

  /MaxSubsetPct 100

  /Optimize false

  /OPM 1

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveDICMYKValues true

  /PreserveEPSInfo true

  /PreserveFlatness true

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments true

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Apply

  /UCRandBGInfo /Preserve

  /UsePrologue false

  /ColorSettingsFile ()

  /AlwaysEmbed [ true

  ]

  /NeverEmbed [ true

  ]

  /AntiAliasColorImages false

  /CropColorImages true

  /ColorImageMinResolution 300

  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleColorImages true

  /ColorImageDownsampleType /Bicubic

  /ColorImageResolution 300

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageMinDownsampleDepth 1

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeColorImages true

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterColorImages true

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /ColorImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasGrayImages false

  /CropGrayImages true

  /GrayImageMinResolution 300

  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleGrayImages true

  /GrayImageDownsampleType /Bicubic

  /GrayImageResolution 300

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageMinDownsampleDepth 2

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeGrayImages true

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterGrayImages true

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /GrayImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasMonoImages false

  /CropMonoImages true

  /MonoImageMinResolution 1200

  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleMonoImages true

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageResolution 1200

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeMonoImages true

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /AllowPSXObjects false

  /CheckCompliance [

    /None

  ]

  /PDFX1aCheck false

  /PDFX3Check false

  /PDFXCompliantPDFOnly false

  /PDFXNoTrimBoxError true

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXOutputIntentProfile (None)

  /PDFXOutputConditionIdentifier ()

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXRegistryName ()

  /PDFXTrapped /False



  /CreateJDFFile false

  /Description <<



    /BGR <>

    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>

    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>

    /CZE <>

    /DAN <>

    /DEU <>

    /ESP <>

    /ETI <>

    /FRA <>

    /GRE <>



    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)

    /HUN <>

    /ITA <>

    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>

    /LTH <>

    /LVI <>

    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)

    /NOR <>

    /POL <>

    /PTB <>

    /RUM <>

    /RUS <>

    /SKY <>

    /SLV <>

    /SUO <>

    /SVE <>

    /TUR <>

    /UKR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)

    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>

  >>

  /Namespace [

    (Adobe)

    (Common)

    (1.0)

  ]

  /OtherNamespaces [

    <<

      /AsReaderSpreads false

      /CropImagesToFrames true

      /ErrorControl /WarnAndContinue

      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false

      /IncludeGuidesGrids false

      /IncludeNonPrinting false

      /IncludeSlug false

      /Namespace [

        (Adobe)

        (InDesign)

        (4.0)

      ]

      /OmitPlacedBitmaps false

      /OmitPlacedEPS false

      /OmitPlacedPDF false

      /SimulateOverprint /Legacy

    >>

    <<

      /AddBleedMarks false

      /AddColorBars false

      /AddCropMarks false

      /AddPageInfo false

      /AddRegMarks false

      /ConvertColors /ConvertToCMYK

      /DestinationProfileName ()

      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK

      /Downsample16BitImages true

      /FlattenerPreset <<

        /PresetSelector /MediumResolution

      >>

      /FormElements false

      /GenerateStructure false

      /IncludeBookmarks false

      /IncludeHyperlinks false

      /IncludeInteractive false

      /IncludeLayers false

      /IncludeProfiles false

      /MultimediaHandling /UseObjectSettings

      /Namespace [

        (Adobe)

        (CreativeSuite)

        (2.0)

      ]

      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK

      /PreserveEditing true

      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged

      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile

      /UseDocumentBleed false

    >>

  ]

>> setdistillerparams

<<

  /HWResolution [1200 1200]

  /PageSize [612.000 792.000]

>> setpagedevice



